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兵庫西農業協同組合
企画課 中務卓真



1.当JAの概要について

◼ 管内：県南西部の5市6町

◼ 臨海部：播磨臨海工業地帯

◼ 中北部：中山間地域

◼ 組合員数：103,579名

◼ 貯金残高：1兆4,762億円

◼ 職員数：1,248名

うち正職員868名



定例PC業務の自動化の取組みとして、令和元年度に立ち上げた
OCR・RPAプロジェクトについて、現在は、35シナリオ、年間削減
時間2,329時間となっています。

２.当JAにおける省力化の取組み状況について

年度 シナリオ数 年間削減 主な取組み

R元年度 5本 430時間 RPA導入（トナー発注業務）

R2年度 6本 782時間 OCR導入①水稲予約注文

R3年度 9本 599時間 OCR導入②RC利用申込

R4年度 12本 371時間 OCR導入③土づくり資材

R5年度 3本 147時間 夜間・早朝処理の自動化

合計 35本 2,329時間

令和5年7月時点



３.WinActorシナリオ起動画面

【2種類の変数の組合せ】
①固定値
例：¥¥163.71.1.234¥総合企画部企画課￥トナー発注業務

②変化値
例：令和5年7月21日

¥¥163.71.1.234¥総合企画部企画課￥トナー発注業務
￥令和5年7月21日といったファイルパスが今日だけ完成



４.RPA新規シナリオの受付・手順①
①各課より、業務頻度・業務手順（5工程まで）等の検討表の提出を受ける。

②企画課にて、業務頻度・自動化メリット等を判断し、優先度を選定する。



４.RPA新規シナリオの受付・手順②
③各課より、業務の手順書（画面コピー）の提出を受ける。



５.営農注文・申込関連業務の年間スケジュール

業務名 申込件数 区分 4

月
5

月
6

月
7

月
8

月
9

月
10

月
11

月
12

月
1

月
2

月
3

月

米出荷契約
出荷契約者 組合員 ●

4,500名 職員 入力

ライスセン
ター利用申込

利用申込者 組合員 ●

1,500名 職員 入力

生産履歴
管理表

RC利用時 組合員 ●

1,500名 職員 ※現状入力業務は行っていない

土づくり資材
申込者数 組合員 ●

700名 職員 入力

水稲資材

（予約）

肥料農薬：7,000名 組合員 ●

育苗：5,000名
職員 入力

種子：2,000名

R4.9～ OCR化

R3.1～ OCR化（一部）
R4.1～ OCR化（全部）

R3.8～ OCR化



OCR・RPA事業運営に関する費用については下表の通り、年300万
円程度となっています（概算：導入時は費用別途）。

※当JAでは、RPA2台とOCR1台にて運用。

６.RPA・OCRにかかる費用について

番号 項目 詳細 概算

① RPAライセンス フル機能 908千円

② 〃 実行版 248千円

③ OCRライセンス 386千円

④ 運用サポート シナリオ作成・メンテナンス等 1,500千円

合計（④は年100時間にて試算） 3,042千円
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